
年 3 月 11 日
　下記事業所について、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、
　運営推進会議を書面にて行ったことを報告します。

担当者 青柳かおる 電話番号

１ 開催を予定した日時 年 3 月 11 日　 14:00 ～

２ 開催場所

３ 出席者 出欠
（１） 委員

6　人 書面 木下　均
書面 堀元　隆司
書面 斉木　和夫
書面
書面 小林　雅子
書面 渡會　祥子
書面 井澤　一成
書面 澤野　直美

（２） 出
（３） 事務局

4　人

４ 活動状況報告

５ 活動状況に関する評価

６ 要望、助言

７

８ その他特記事項

要望、助言に対する考え方

なし

まだ回答を頂いておりません。

（地域住民の代表者）

　別紙のとおり  

         都筑区医師会会長

（地域の医療関係者）

（地域の医療関係者）

（地域包括支援センター職員）

管理者
都筑区医師会在宅事業部門統括管理者

深澤　立

令和４

14:30

（地域の医療関係者）

令和　　4

（利用者・利用者家族）

書面会議

第３号様式

介護・医療連携推進会議開催報告書（書面会議）

都筑区医師会24時間在宅ケアステーション事業所名

０４５－９１３－３５７７

後藤　瑞佳

（定期巡回・随時対応型訪問介護看護について知見を有する者）

（地域の医療関係者）

吉井　涼子

（横浜市職員、区職員）

宮島　佳代
都筑区医師会24時間在宅ケアステーション事務
都筑区医師会訪問看護ステーション看護師

松信　哲朗　

青柳　かおる



1 人 （男性 2 人、女性 0 人） ＊1名入院中（7/5～）

0 人 2 人 要介護３ 0 人 要介護４ 0 人 0 人

0 人 （特記事項）
１ 人
0 人
0 人
0 人
0 人
0 人
0 人
0 人
0 人
0 人
0 人
0 人
１ 人
0 人
0 人

人
人
人
人

2 主な活動、出来事

虐待防止・プライバシーの保護研修

3 事故等の状況

月 日

4 職員の異動

5 次期の主な活動予定

6 特記事項、その他

なし

特になし

健康診断4月

3月

定期巡回、夜間対応、訪問介護、情報の公表

感染症研修

8月

9月

10月

11月

12月 見える事例検討会

2月

8月

利用開始

利用開始

消防点検、認知症研修

ハラスメント研修

宅事業部門ACP研修（ハイブリット形式）

要介護２　独居の男性。大腸がんのため、ストマ造設している。糖尿病あり、ヘルパー訪
問時インシュリンの自己注射をするので見守りしている。買い物等の生活支援も行って
いる。訪問介護：コロナの影響で外出は減ったが外食はしている。洗濯等できることはさ
れている。訪問看護：1月5日予定訪問するが、カギとチェーンがかかってい入れない。
チャイムを押すが反応なく浴室付近から水音がするため、３０分ほど待つがもう一度出
直すことにする。
１２：１５分再度、訪問するが、チェーンがかかっており浴室からの水音も続いているた
め、ステーションに連絡。ケアマネと一緒に声をかけるが反応ないため、妹さんに連絡
し、救急通報することに了承を得たうえ、警察と消防に連絡しチェーンをカットして、自宅
内を確認する。
浴室で倒れているところを発見、呼びかけに反応あり救急車では意識も明瞭で、VSは
変化はないため対応をどうするか、救急隊に確認されたため、主治医に連絡したとこ
ろ、意識消失の可能性があるため救急搬送となる。本人は、外出しようとシャワーをして
いたところ、足の痛みがあり、浴室内で倒れてしまって動けなかったとのこと。尿路感染
の診断で入院から入所となり終了。
要介護２　日中独居の男性。レビー小体認知症、慢性硬膜下血腫の手術をしている。服
薬確認及び介助、食事準備等行っている。
訪問看護：6月末より発熱あり、主治医に報告し様子見ていたところ、7月に誤嚥性肺炎
で入院終了となった。

無し

第２号様式

利用開始

利用者の状況（　　2月28日現在）

要介護２　

令和３年
7月

要介護５　　　内　　訳

「　都筑区医師会24時間在宅ケアステーション　」活動状況報告書（令和３年７月～令和4年２月分）

2

要介護１　

利用終了

利用終了

利用終了

利用終了

利用終了

利用開始

利用終了

利用開始

7月

2月

利用開始

利用終了

利用開始

9月

令和4年
1月

利用開始

利用終了

10月

11月
利用開始

利用終了

12月
利用開始

利用終了


